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論文審査の結果の要旨 

〔論文内容の要旨〕 

本博士論文は開発途上国における教育や援助プログラムの効果をミクロ計量分析アプローチにて解明しようとする

3つの実証論文で構成されている。 

1つめの論文では、ケニア共和国における教員雇用形態の子どもの学力に与える影響の推定を行った。ケニア共和国

の各学校での地元契約教員の全教員に占める割合を処置変数と考えその子どもの学力に与える影響を推定し、非線形

の影響が存在することを示した。賃金の低い地元契約教員を採用することにより教育予算の削減が見込まれるが、政

府教員と地元契約教員のワークパフォーマンスの違いがあれば、その効果は予見が難しく、また比率により単調に変

化するとは限らない。本論文では連続的な値をとる処置についての平均処置効果の関数を推計することにより、地元

雇用教員の学力への影響が非線形であり、また、ある区間において有意な正の影響があることが示された。 

2つめの論文では、カンボジアの農村における援助プログラムに従事する担当者の異質性が農村家計の援助プログラ

ムへの参加に与えるかどうかを農村家計データを用いて推定した。既存の実証研究では処置は処置群内で一定で均質

だと仮定されるが、実際に低所得国での援助プログラムについては、処置異質性が存在する可能性は高い。開発途上

国において能力を異にするプログラム実施者が存在することで、同一内容のプログラムでも他地域では同じ効果が期

待できない場合がある。分析では、政策実施者の異質性に着目し、またこの政策実施者の異質な社会的選好が処置群

内の政策の異質性を引き起こすことを実証した。 

3つめの論文では、ケニア共和国において母親の教育年数が子どもの早期教育投資に与える影響をケニア共和国の家

計データを用いて推計した。親子間での教育格差の連鎖についての実証研究は先進諸国のデータを中心に実証が行わ

れているが、本論文は母親の教育年数が制度変更によって無作為に増えた影響が子どもの早期教育投資に与える影響

を推計している点が特徴的である。分析の結果、母親の教育年数が大きいほど子どもの早期教育投資が大きく、また

早期教育の開始時期が早まることが認められた。

〔審査結果の要旨〕 

近年、ミクロ開発経済学の実証分析において、反実仮想モデル（Rubin, 1976）が定義する政策効果を推計する実証

論文が多数あるが、それらの多くにおいて、政策効果を議論する際に処置群内では処置は一定で均質だと仮定されて

いる。しかし、実際には処置群内に処置自体の異質性がある事例は多い。また、政策が必ずしも二値変数で捉えられ

ないケースも多い。本博士論文では、これらの分析的課題に対し、処置効果の連続性や異質性、また異質性を生じさ

せる要因を明示的に考慮することにより、より精緻で信頼性の高い結果を得ることができている。また、これらの研

究結果がより効果的な政策処方を導き出し得る点から、本博士論文は博士（応用経済学）として価値あるものと判断

した。 


